
種別 主なもの 出し方

キッチンの油と貝殻と調理くず
廃食用油、貝殻、調理くず（調理時にカットした
野菜の捨てる部分、果物の皮・種、卵の殻が
対象です。生ごみ全般ではありません）

【廃食用油の出し方】
・冷めてからペットボトルや購入時のボトルなどに入れてマジックで「油」と書いて出しま
す。

【貝殻の出し方】
・ 中身の入ってない貝殻をレジ袋などの透明または半透明の袋（中身が見える袋）に入
れマジックで「貝」と書いて出します。
・中身が入っていない貝殻を出してください。

【調理くずの出し方】
・ 調理くずは１週間以内のごみを目安にレジ袋などの透明または半透明の袋（中身が見
える袋）に入れて出してください。
・１週間以内のごみを目安に出してください。
・玉ねぎ、いも、大根などの残りものを丸ごと出さないでください。(5㎝大ほどに細かく
カットすると「調理くず」として出すことができます。）

紙製容器包装・雑がみ
パンフレット、封筒、はがき、トイレットペーパー
の芯、菓子・ティッシュペーパーの箱等

・重ねてまとめるか、紙袋に入れて、ひもで十字にしばってから出してください。
・パンフレットや書類の留め具は、ホチキスの針以外はすべて外してください。
・ガムの包装、タバコの空き箱等細かな紙は、封筒に入れるなど工夫して出してくださ
い。
・封筒の窓やビニールテープ、ちり紙の取り出し口のフィルム、ノートやカレンダーの金
属の留め具、惣菜の食べ残しなど、紙以外の付着物は取り除いてください。
・晴れた収集日に出してください。

家庭の枝・木くず
枝、丸太、木くず、細かい枝、雑草、落ち葉類、
割りばし

【枝、丸太、木くずの出し方】
・種類ごとに50㎝以内を目安に切り揃え、直径30㎝以内のサイズを目安にひもでまとめ
て出します。
・ごみステーションに出すときは、1家庭1回5束以内です。

【剪定した細かな枝、枯れ葉、雑草、草花類の出し方（これらは一緒に出せます）】
・レジ袋などの透明または半透明の袋（中身が見える袋）に入れて出します。袋が破け
そうな場合は、厚手の袋に入れて封をせず、その上から透明なビニール袋で覆って封を
して出してください。
・ごみステーションに出すときは、1家庭最大45ℓサイズ5袋以内です。

【割りばしの出し方】
・レジ袋などの透明または半透明の袋（中身が見える袋）に入れて出してください。

危険ごみ
爆発危険物（カセットボンベ、スプレー缶等）、
水銀含有物（電球、蛍光管、電池等）、火災危
険物

・レジ袋などの透明または半透明の袋（中身が見える袋）に入れてマジックで「きけん」と
書いて出します。

【カセットボンベ、スプレー缶を出すときの注意】
・屋外でガスを出し切っていることを確認してから穴を開けてください。

【電球、蛍光灯、水銀体温計、水銀温度計、水銀血圧計を出すときの注意】
・買い替え品の紙容器に入れたり、新聞で覆って破片が飛ばないように出します。

 テレビ以外の小型家電
ドライヤー、炊飯器、アイロン、電気ポット、
ケーブル等

・レジ袋などの透明または半透明の袋（中身が見える袋）に入れてマジックで「こがた」と
書いて出します。
・縦×横×高さが30㎝×40㎝×30㎝のサイズ以内の小型家電が対象です。
・小型家電のサイズを超える家電は、「もえないごみ」か「粗大ごみ」です。
・ＣＤやビデオテープなどは混ぜないでください。
・電池、バッテリーは取り外して 「危険ごみ」として出してください。ただし、内蔵されてい
て容易に外せない場合はそのままで差し支えありません。
・パソコンや記憶媒体などは、個人情報をあらかじめ消去してください。

新聞 新聞、折込チラシ
・4つ折りのサイズにまとめ、ひもで十字にしばって出します。
・折り込みチラシは新聞とまとめて出すことができます。
・晴れた収集日に出してください。

雑誌 漫画、絵本、教科書、辞典等
・ビニールやホチキスの針以外の金属を取り除き、ひもで十字にしばって出します。
・晴れた収集日に出してください。

ダンボール ダンボール
・金属、ビニールなどを取り除き、ひもで十字にしばって出します。
・晴れた収集日に出してください。

紙パック
紙パックマークのついた牛乳パック、その他の
飲料のパック等

・ 紙を切り開き、さっと洗い、切り開いて乾燥させ、重ねてひもで十字にしばって出しま
す。
・晴れた収集日に出してください。

きれいな古繊維
汚損・臭いがない、衣類（シャツ、ジーパン、ス
カート等）、タオル、ぬいぐるみ等

・湿り、汚れ、カビがないこと、臭いがついていないことを確認し、レジ袋などの透明また
は半透明の袋（中身が見える袋）に入れて、マジックで「せんい」と書いて出します。
・誰かが再び使うものですので、一度洗濯をしてください。
・座布団、枕、雑巾、便座カバー、 制服、作業服、ストッキング、タイツ、靴下、下着、汚損
したものなどは「もえるごみ」です。
 ・布団、じゅうたん、マットなどの平たいものは「粗大ごみ」です。（50㎝四方以下のサイ
 ズに切ったら「もえないごみ」として出すことができます。
・布団、じゅうたん、マットなどの平たいもので、もえないごみの袋に入るものは「もえな
いごみ」として出すことができます。入らないものは粗大ごみとなります。
・晴れた収集日に出してください。

使えるくつ・かばん
汚損・臭いがない、くつ・かばん、アクセサリ（ベ
ルト、イヤリング、ネックレス等）

・レジ袋などの透明または半透明の袋（中身が見える袋）に入れて、マジックで「くつ」、
「かばん」、「アクセサリ」と書いて出します。
・誰かが再び使うものです。汚れ、破れ、臭いをチェックしてください。
・汚損している場合、臭いがする場合は、「もえないごみ」として出します。
・晴れた収集日に出してください。

プラスチック製の容器包装
プラマークの付いた、カップ、ふた、袋、ボトル、
フィルム、チューブ、トレイ、レジ袋、くだもの
ネット、花苗の黒いポット等

・オレンジ色の指定ごみ袋に入れて出します。
・電池、注射針、ガスボンベ、スプレー缶などの禁忌品は絶対に入れないでください。
・レジ袋、ポリ袋、お菓子の袋などの袋類に他の容器包装を入れず、すべて分離したバ
ラバラの状態で指定ごみ袋に入れてください。

もえるごみ 燃えがら、衛生用品、写真、レシート等

・赤色の指定ごみ袋に入れて出します。
・生ごみは、しっかりと水切りをお願いします。
・もえるごみの対象となるごみの種類は少ないです。分別区分を確認して、もえるごみの
減量をお願いします。



もえないごみ
容器・包装以外のプラスチック製品、金属類・
刃物類、ガラス類、割れたびん、陶器類、木製
の製品、ゴム類

・青色の指定ごみ袋に入れて出します。
・刃物や割れ物は新聞等の紙で覆い安全に出してください。
 ・繊維類については、長いものは50㎝以内、平たいものは50㎝四方以内のサイズに細
 かく切り分けてください。
・指定ごみ袋を超えるサイズのごみは「粗大ごみ」となります。
・長いもので指定ごみ袋からはみ出る場合は、はみ出た部分が30㎝の長さの範囲まで
は「もえないごみ」、超える場合は「粗大ごみ」として出してください。

粗大ごみ
自転車、ストーブ、机、ブルーシート、じゅうた
ん、テーブル等

・粗大ごみ1個（1束）につき120円の収入証紙（シール状のもの）を1枚貼って出します。
・120円の収入証紙は、指定ごみ袋を売っているコンビニやスーパー等で購入すること
ができます。
・大人1人で持ち上がらないごみは収集できません。
 ・ふとんなど広げて50㎝四方以上になるものも粗大ごみです。
・大人１人で持ち上がる重さであれば、複数個バラバラにならないように束ねて出しても
差し支えありません。
例）パイプ椅子を3つ畳んで縛り、120円の収入証紙１枚を貼って出す。

かん アルミかん、スチールかん

・緑色の指定ごみ袋に入れて出します。
・中身をからにして、つぶさずに出してください。
・魚肉缶、ペットフードの缶などは、付着物が取れるよう水でゆすいできれいにしてくださ
い。
・一斗缶、食用油の缶、塗料の缶は「もえないごみ」です。

びん
飲料（ジュース、酒等）のびん、調味料のびん、
飲み薬のびん等

・ キャップを外し、水でさっとゆすぎ黄色の指定ごみ袋に入れて出します。
・キャップを外し、水でさっとゆすいで出してください。
・ほ乳びん、花びん、割れたびんなどは「もえないごみ」です。
・ふたは取り除いてください。ただし、食品調味料のびんに付いている打栓式キャップ
（指で外すことが難しいキャップ）は、そのままで差し支えありません。

ペットボトル
PETマークの付いた、飲料のペットボトル、調
味料のペットボトル等

・ キャップを外し、水でさっとゆすぎ白色の指定ごみ袋に入れて出します。
・キャップとラベルを外し、水でさっとゆすいで出してください。ただし、のり付けされてい
るなど、容易にはがすことが難しいラベルは、そのままで差し支えありません。
・外したキャップ、ラベル、食用油の ペットボトルは「プラスチック製の容器包装」です。


